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近
畿
大
学
附
属
広
島
高
等
学
校

東
広
島
校
も
，
開
校
し
て
二
十
年
が

経
ち
ま
し
た
。
開
校
当
初
は
一
五
〇

人
弱
だ
っ
た
生
徒
も
，
今
で
は
中

学
・
高
校
の
全
校
生
徒
を
合
わ
せ
る

と
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。L

字
型

だ
っ
た
校
舎
も
ロ
の
字
型
に
な
り
，

荒
れ
地
だ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
整

備
さ
れ
，
今
や
広
島
県
の
私
学
で
も

有
数
の
広
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

同
窓
生
の
人
数
も
三
〇
〇
〇
人

を
超
え
，
長
期
休
暇
に
は
立
派
な
社

会
人
に
な
っ
た
姿
や
，
生
ま
れ
た
子

供
と
一
緒
に
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

に
な
っ
た
幸
せ
そ
う
な
姿
を
見
せ

に
来
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
学
校
を
訪

問
し
て
く
れ
て
い
る
同
窓
生
達
の

お
か
げ
で
，
こ
の
二
十
年
間
で
た
く

さ
ん
の
歴
史
が
生
ま
れ
，
本
校
も
大

き
く
成
長
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
地
元
に
根
差
し
た

皆
様
に
愛
さ
れ
る
学
校
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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今
年
も
第
十
九
回
近
校
祭
が
盛

大
に
行
わ
れ
，
展
示
や
模
擬
店
，

バ
ン
ド
演
奏
，
近
祭
ヒ
ッ
パ
レ
な

ど
後
輩
た
ち
が
盛
り
上
げ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
中
庭
の
同
窓
会
テ

ン
ト
で
は
毎
年
恒
例
の
ジ
ュ
ー
ス

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
同
窓
会
役

員
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
同
窓

生
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
，
今

年
も
無
事
完
売
。
こ
の
日
ば
か
り

は
皆
，
高
校
生
に
戻
っ
た
気
分
で

楽
し
く
売
り
子
を
し
，
校
長
先
生

か
ら
は
「
同
窓
会
が
一
番
元
気
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
お
声
か
け

ま
で
頂
く
ほ
ど
で
し
た
。 

同
窓
生
の
み
な
さ
ん
が
創
り
上

げ
た
近
校
は
今
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
な
つ
か
し
い
校
舎
や
先
生
た

ち
に
会
い
に
，
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

は
ど
う
で
す
か
？ 

 

本
校
で
は
二
年
前
か
ら
ダ
ン
ス
同
好
会

が
発
足
し
、
今
年
は
東
京
体
育
館
で
全
国
ミ

ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
に
出
場
し
ま
し

た
。
世
界
大
会
に
出
場
す
る
規
定
も
超
え
、

３
月
に
行
わ
れ
る
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ

ー
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

in
 
U

S
A

へ

の
日
本
代
表
と
し
て
の
資
格
を
得
ま
し
た
。 

Ḹ 

陸
上
部
で
は
中
学
三
年
生
の
竹
川

く
ん
が
棒
高
跳
び
で
全
国
大
会
出
場

決
定
。
高
校
三
年
生
の
佐
竹
く
ん
が

男
子
一
一
〇m

ハ
ー
ド
ル
で
、
蔵
田

く
ん
が
棒
高
跳
で
全
国
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
ま
し
た
。 

現
役
近
校
ク
ラ
ブ
生
の
応
援
を
是

非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 



 

 

同
窓
会
長
の
五
期
生
の
西
廻
知
史
で

す
。
会
長
に
就
任
し
て
二
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
同
窓
会
と
母
校
の
発
展
を
願

い
、
今
後
の
同
窓
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

近
畿
大
学
附
属
広
島
高
等
学
校
東
広

島
校
同
窓
生
は
、
平
成
十
一
年
に
第
一

期
生
が
卒
業
さ
れ
て
か
ら
今
年
三
月
ま

で
で
、
そ
の
総
数
は
三
千
四
百
三
十
九

人
と
な
り
ま
し
た
。 

同
窓
会
で
は
三
年
毎
に
同
窓
会
・
総

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
高
校
時
代

を
同
じ
校
舎
で
学
ん
だ
者
同
士
が
世
代

を
超
え
て
相
集
い
、
青
春
時
代
を
懐
か

し
み
、
旧
交
を
温
め
、
新
し
い
出
会
い

と
友
情
、
人
脈
を
育
む
。
そ
ん
な
場
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

同
窓
会
の
情
報
は
、
同
窓
会
報
誌
や
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
イ
イ
ネ
！
し
て

く
だ
さ
い
。）
に
随
時
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
ご
自
宅
へ
郵
送
す
る
総
会

の
案
内
等
が
実
家
の
ご
住
所
で
は
届
か

な
い
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
現

住
所
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

同
窓
生
の
皆
様
の
、
母
校
へ
の
訪
問

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
設
立
時
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
る
先
生
も
い
ま
す
よ
。 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

近畿大学附属広島高等学校東広島校同窓会・会則 

 

第１章  総   則 

第１条 本会は近畿大学附属広島高等学校東広島

校同窓会と称する。 

第２条 本会は会員相互の親睦をはかり、母校発展

に寄与することを目的とする。 

第３条 本会は前条の目的を達成するために次の

事業を行う。 

１．同窓会会員名簿の発行 

２．同窓会誌の発行 

３．その他本会の目的を達成するために 

必要な事項 

第４条 本会は本部並びに事務局を母校に設置す

る。また必要に応じて支部を地域あるいは

職域に設けることができる。 

第２章  会   員 

 第５条 本会は通常会員と特別会員をもって組織

する。 

１．通常会員 

① 近畿大学附属福山高等学校東広島校舎、近畿

大学附属東広島高等学校及び近畿大学附属

広島高等学校東広島校の卒業生 

② 前項の学校に在籍したもので幹事会の議を

経た者。 

２．特別会員 

  母校の教職員及び母校教職員であった者。 

第６条 本会の通常会員は入会に際し終身会費を

納入しなければならない。その金額及び納

入方法は別に定める。 

 第７条 第３条の事業を行うために必要あるとき

は、幹事会の議会を経て、臨時会費及び、

寄付を求めることができる。 

第３章  役   員 

 第８条 本会に次の役員を置くこととする。 

    名誉会長（母校学校長を推戴する） 

    会  長 １名   副 会 長 ２名 

    幹 事 長 １名   書  記 ２名 

    会  計 ２名   会計監査 若干名 

    幹  事 若干名 

      本会に顧問、相談役及び参与を置くことが

できる。また必要に応じて委員会を設ける

ことができる。 

 第９条 会長、副会長、幹事長、書記、会計及び会

計監査は、名誉会長が任命する役員選考委

員会により選出し、総会の承認をもって決

定する。 

 第１０条 幹事は、会長、副会長及び幹事長により

選出する。顧問、相談役及び参与は会長

が委嘱する。委員会の委員は会長が委嘱

する。 

第１１条 役員の任期は２ヵ年とする。ただし名誉

会長、顧問、相談役及び参与はこの限り

でない。また役員の再任は防げないもの

とする。 

 

第１２条 会長は本会を総理する。副会長は会長

を補佐し、会長に支障あるときはこれ

を代行する。幹事長は会務を処理する。

書記は本会の事務処理及び議事録の作

成・管理に努める。会計は会計事務を

処理する。会計監査は本会の会計を監

査し、その正否を定時総会に報告する。 

第１３条 名誉会長、顧問、相談役及び参与は会

務の諮問に応ずる。 

第１４条 委員会は会長の諮問に応じてその会務

を処理する。 

第４章  会   議 

 第１５条 定時総会は会務の報告及び会員相互の

親睦を図るために３年に１回開催す

る。予算承認委員会は定時総会を開催

しない年度において１回開催する。 

次の事項はその定時総会または予算承認委員会にお

いて承認を得なければならない。 

１．前年度の決算及び事業報告 

２．新年度の予算及び事業計画 

３．その他の必要と認められる事項 

 第１６条 幹事会は本会の運営を協議するため、

必要に応じて開催する。その召集は会

長が行う。 

 第１７条 会議の議決は出席者の過半数をもって

決する。 

 第１８条 会議の議長はその会議において選出す

る。 

第５章  会   計 

第１９条 本会の運営は終身会費、寄付、その他

の収入によりこれを行う。 

第２０条 本会の会計並びに事業の年度は毎年 8

月 1 日に始まり、翌年 7 月 31 日に終

わる。 

第６章  支   部 

 第２１条 支部の設置に関しては幹事会の承認を

得なければならない。 

 第２２条 支部に事務所を設け、役員を置くこと

ができる。 

第７章  会則の変更 

 第２３条 本会則は総会において出席者の２／３

以上の同意がなければ変更数すること

はできない。 

 

附   則 

本会則は平成 11 年 4 月 1 日より施行する。 

本会則の施行に関する細則は会長が別に定める。 

本会則の改正は平成 19 年 12 月 29 日より施行する 

本会則の改正は平成 20 年 8 月 15 日より施行する。 

本会則の改正は平成 25 年 12 月 28 日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
実
習
を
通
し
て 

 

二
週
間
の
教
育
実
習
を
終
え
て
、
一
週
間
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
二
週
間
と
い
う
実
習
期
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
毎
日
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実

し
た
教
育
実
習
と
な
り
ま
し
た
。
指
導
教
員
の
先

生
を
始
め
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
授
業
に
関
す
る

こ
と
や
生
徒
と
の
関
わ
り
方
だ
け
で
な
く
、
社
会

人
と
し
て
の
振
る
舞
い
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ

き
、
人
と
し
て
も
大
き
く
成
長
で
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

実
習
期
間
三
週
間
の
実
習
生
も
数
日
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
後
輩
で
も
あ
る
生
徒
に 
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個
人
情
報
保
護
方
針 

 

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
）

１ 

同
窓
会
（
以
下
、
本
会
）
は 

 
 

 
 
 
 
 

本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に

つ
い
て
「
保
護
規
定
」 

を
遵
守

し
、
個
人
情
報
を
適
切
に
保
護
し

ま
す
。 

２ 

個
人
情
報
保
護
の
責
任
管

理
者
を
置
き
、
「
保
護
規
定
」
の

実
施
、
維
持
、
継
続
的
改
善
に
努

め
ま
す
。 

３ 

提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
の
利
用
、
及
び
提
供
は
本
会
の

業
務
に
必
要
不
可
欠
な
範
囲
内

に
限
定
し
、
第
三
者
に
提
供
、
開

示
等
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。 

４ 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
日
本
の
法
令
そ
の
他
の
規
範

を
遵
守
し
ま
す
。 

近
畿
大
学
附
属
広
島
高
等
学
校 

広
島
校
同
窓
会 

 

※
本
会
活
動
の
範
囲
内
で
第
三

者
提
供
に
お
い
て
も
同
意
で

き
な
い
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。 

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
二
週
間
の
実
習
生

の
分
ま
で
伝
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

十
四
期
生 

杉
原
充
哉 
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会長の 
つぶやき 


